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定点カメラを使用した矯正歯科治療について

近年、デジタル機器の発達やインターネット回線の普及により、歯科機器も
デジタル化が進んでいる。

矯正歯科治療では、歯列や咬合の状態を記録、診断するために口腔内撮
影用カメラを用いて口腔内規格写真を撮影している。この写真を用いて歯科
医師やスタッフで口腔内を確認して治療方針の検討などを行うのが一般的で
ある。口腔内を直接確認するにあたっては、術者と介助者のみになり、同
時に多くのスタッフに確認してもらうことは難しい。また遠隔地の場合はよ
り難しくなる。

今回、口腔外からの定点カメラを用い、ディスプレイを介して同時に治療内
容を確認できる方法を発表する。これは歯科用顕微鏡の倍率が低いものに
なり、移動式である。実際の状況を直接的に確認することで患者からも認
識でき、診療内容の確認、スタッフ教育や通信を用いた治療にも使用するこ
とができる。

今回、歯科衛生士からの視点で定点カメラを用いた臨床について発表する。
本法を用いることで、診療や診断が円滑に正確に行うことができる。
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